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今後の核融合科学研究所の在り⽅
•時代的背景
LHDフロンティア促進事業の終了(2022)
「LHD研究所」 → 新たなアイデンティー

•学術界からの要請
核融合科学の「分節化」「学際化」

•核融合コミュニティーからの要請
核融合炉開発ロードマップへの「学術的」な貢献
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背景 - 1



ロードマップ2020
• 15計画（内８計画は現⾏フロンティア促進事業の後継計画）

• LHDの後継計画は採択されず → post-LHD時代への転換

• 新規計画の例
感染症研究拠点の形成
統合ゲノム医科学情報研究拠点の形成
LiteBIRD
アト秒レーザー
スピントロニクス

背景 - 2



Post LHD 時代の核融合科学研究所

• LHDの総括 → 学術の「遺伝⼦」を拡散させる

• ユニット＝学術的テーマのもとに結集する研究チーム

• プラットフォーム＝学術研究基盤
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LHD プロジェクト

（フロンティア促進事業）

post LHD 

学術的展開

20222017



学術研究：楕円による展開→ ユニットの構
築
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共通性と個別性の統合

核融合科学 学術テーマ

核融合研

ユニットテーマ 個⼈テーマ

ユニット



核融合科学研究所の役割
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• 「核融合科学」という複合体の「分節化」： 束 → 展開

• 「30年先の⽬標」→ 学術のマイルストーン（10年プロジェクト）

• 「数値」の背景にある「原理」をテーマ化 ＝ ユニット化

• イノベーションを⽣み出す「基盤」の構築 ＝ プラットフォーム



⼤規模学術フロンティア促進事業の出⼝戦略
TOTAL

LHDフロンティア事業

2023

他のロードマップ採択
プロジェクト

すばる，カミオカンデ 等



背景 - 3


